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Ⅰ．男女共同参画推進の意義
　男女共同参画の推進は、全ての方が生きがいを感じられる多様
な社会の実現に不可欠であり、我が国の経済社会の持続的な発展
に不可欠な要素です。少子高齢化や価値観の多様化が進む中、あ
らゆる分野の意思決定に男女が参画し多様な視点を確保すること
が、活力ある持続可能な社会につながります。

Ⅱ．データで見る現状と成果

1．構造の変化（約40年前と比較）
　人口構造：女性就業者が増加する一方で、就業者全体が高齢化。
　世帯構造：単独世帯の割合が最大に。高齢者単独世帯の増加も背景のひとつ。
　共働き：共働き世帯は徐々に増加。夫婦ともにフルタイムで働く世帯も増えている。

2．各分野での女性活躍
　政治分野： 議員の女性割合は衆議院

15.5%、参議院 29.6%、
都道府県議会14.6%、市
町村議会18.1%。女性参
画の課題としては、活動
と家庭生活の両立、女性
議員へのハラスメントな
どがある。

　行政分野： 国家公務員の採用者に
占める女性の割合は約4
割程度。役職に就く女
性も増えている。

　企業分野： 管理職相当の女性割合
や上場企業の女性役員比率は上昇傾向にあるが、依然他国との差は大きい。機関投資
家の約３分の２は長期的な企業業績への影響があるという理由で女性活躍の情報を投
資判断に活用している。

基調報告
日時 10月４日（土）10:20～10:50
会場 奈良県橿原文化会館　大ホール

男女共同参画に関する最新状況について
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Ⅲ．根強く残る課題

１．労働と経済の格差
　正社員同士でも、年齢を経るごとに男女の給与の差が拡大しています。これは管理職比率の違い
や就業継続期間の違いなどが原因です。2026年４月より、従業員数101人以上の企業を対象に女
性管理職比率と賃金差異の比率の両方を開示することが義務化されます。

２．時間の使い方の格差
　女性は非正規雇用の割合が高く、
特に年齢層が上がるとその割合も
大きくなります。無償労働時間（家
事・育児等）は女性が男性の５倍で
あり、他国と比べても大きな差があ
ります。背景に固定的性別役割分
担意識やアンコンシャス・バイアス、
長時間労働の慣行等があります。
男女ともに長時間労働の是正と生
産性の向上、多様で柔軟性のある
働き方を推進する必要があります。

３．健康・介護問題
　男性と女性で健康課題が異なりま
す。性差のある病気の罹患は男性の
場合、中年期以降で多くなる傾向が
あるが、女性の場合は20代から50
代の様々な時期に起こる傾向がある
ため、生涯にわたる健康支援が必要
です。また、家庭で介護する男性が
増加しており、ワーキングケアラー
が増加するなか、離職防止等のため
の両立支援が極めて重要となります。
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４．若年層の意識変化と将来の展望
　若年層では男女ともに「仕事と家
庭を両立したい」「パートナーに両
立してほしい」と考える割合が最も
高く、管理職になりたいという20代
女性は以前に比べ増加しています。
また、男性の育児休業取得率も高
まっています。若年層の意識変化を
よく理解し、政府も「共働き・共育
て」の実現に向けた取り組みや、働
き方改革を進めなければなりません。

５．地域課題
　女性を含め誰でも安心して住み続
けられる地域を作っていくことが重
要です。若者の転出理由に、出身地
域での親や周囲の人の干渉や世間体
から逃れたかった等の回答があり、
背景には固定的な性別役割分担意識
が考えられます。2026年４月に男
女共同参画機構を発足させ、各地の
男女共同参画センターの支援を通じ
て、各地の男女共同参画の取り組み
をサポートしていきます。

６．安心・安全の確保
　災害時には女性や子どもなど脆弱
な状況にある者がより多くの影響を
受けるため、平時から防災・復興に
関する意思決定や防災の現場への女
性の参画が重要です。
　また、性犯罪・性暴力は被害者の
尊厳を踏みにじる重大な人権侵害で
す。DVについては、精神的な暴力
も保護命令制度の適用となるよう法
改正を行いました。
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Ⅳ．今後の展望

　政府は、5年間の「男女共同参画
基本計画」を定め、その中で毎年各
省庁と連携して取り組む施策「女性
版骨太の方針」をまとめています。
直近では「女性に選ばれ、女性が活
躍できる地域づくり」を重点的施策
の一つ目に定めています。引き続き
横断的な視点を持って、進めていき
たいと考えています。

　様々な分野で男女がともに参画し、あらゆる方が暮らしやすい社会を実現すること、そして地域
での男女共同参画が進み、地域の活力が高まることが、日本全体の活力向上、ひいてはウェルビー
イングの向上につながります。
　本大会が男女共同参画社会の形成促進と推進の原動力となることを期待しています。
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シンポジウムの趣旨

　近年、女性アスリートの活躍は目覚ましいものがありますが、その背景には依然として多くの課
題が存在しています。特に、競技スポーツ指導者における男性の割合の多さから、女性の体の仕組
みや精神的な状況に対する無理解な指導、さらにはセクハラやパワハラといった問題も発生し続け
ています。
　アスリートだけでなく、一般の女子生徒や学生の間でも、「体育嫌い」の子どもや、スポーツを
しないという選択をする女性が増加しているというデータもあります。その根本的な背景には、ス
ポーツ文化が元々男性によって作り出されたという背景があり、筋肉量が多いほうが勝利するとい
う仕組みで作られている競技が多く、その中で「女性は男性より体力が劣る」という体力観の問題
が存在しています。
　男性が作ったスポーツの領域に女性が追いつこうとする中で、女性特有の生理などの体の仕組み
やケアに対する無理解な指導者によって、女性が一生涯にわたり心身ともに非常につらい状況を抱
えてしまうケースもあります。
　本シンポジウムは、このような無理解とケアの後回しといった事態にならないよう、「未来にも
輝けるスポーツライフ」をめざし、心身の健康とそのケアについて考える機会として企画されました。
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心身の健康を保つ秘訣

田里　有森さんは今年６月に日本陸上競技連盟会長に就
任されるなど、非常に多忙な日々を送られていると存じ
ます。心身のケアや日々の健康を保つ秘訣があれば、ま
ずお聞かせいただけますでしょうか。
有森　年齢を重ねるごとに、様々な肩書きが自然と回っ
てくるものだと感じながら、緊張感を持って臨んでいま

橿原大会シンポジウム
日時 10月４日（土）10:50～12:00
会場 奈良県橿原文化会館　大ホール

未来にも輝けるスポーツライフをめざして
　　　～心身の健康とそのケア～
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す。「今、どのくらい走っているのか」と尋ねられますが、奈良マラソンには毎年参加しているものの、
現在は全く走っていません。走行距離はゼロです。
　しかし、健康を保つことは、自分の体を自分で管理することに他ならないと考えています。来年
で還暦を迎える年ですので、体のバランスを意識しています。現役時代は筋力が充実していました
が、今は自分の体に無関心になると体の歪みが生じていることもあるからです。
　そのため、時間が取れるときは、週に２回、パーソナルトレーニングでジムに通っています。年
齢とともに自分特有の体があるため、そこをしっかりケアしたいのです。
　パーソナルトレーニングの他に、ピラティスも行っています。ピラティスは、体の前面と背面の
バランスを整えることや、ゆっくりと深呼吸をすることによるメンタル的な安定を図ることができます。
　これらで体を整えると、「整いました」という感じになります。こうした時間を通じて、「体のこ
こが少し痛いな」「硬いな」といったことや、「メンタルが今日はイライラしているな」「整っているな」
といった心身両面のチェックを欠かさず行っています。自分がある程度整うと、周囲に対してまず
整った自分で対応できます。大抵の場合、周囲に腹を立てた際に、他人を整えようとしてもできな
いことがほとんどではないでしょうか。自分が整っていることが一番早い解決策だと思うので、ま
ず自分を整えていくことが基本だと考えています。

覚悟と「自分で自分を褒めたい」

田里　有森さんといえば、アトランタオリンピック女子
マラソンで銅メダルを獲得された際に、「自分で自分を
褒めたい」という名言を残されています。この発言に至
るまでの文脈に、ご自身の体も心も全てを引き受ける覚
悟を非常に強く感じました。現役時代に、そうした覚悟
をどのように築き上げてこられたのかをお聞かせいただ
けますでしょうか。
有森　「覚悟」になるのでしょうか。ただ、明確なのは、
私は走ることを決して「好き」とか「楽しい」というこ
とで始めたわけではなく、自分が生きていくための「仕事」として捉えていました。この「仕事」
という自覚は、実業団に入ったときに強くなりました。
　リクルートランニングクラブに入部した時期は、リクルート事件の真っただ中で、「リクルート
なんて誰も行くものか」と言われるような状況でした。しかし、「会社が自分を受け入れてくれる
のなら」という、やる気一本で拾っていただいた選手でした。そのとき、走ることで給料をもらっ
ていることに対し、自分の責任を全うしなければならないと強く感じました。もちろん、楽しむこ
とにまで至らなければいけないという意識も持っていました。「つらい」「言えない」ではなく、そ
ういうことさえも「楽しいね」「やりがいがあるね」と思える自分になることが大切だと、何年か
かけて落とし込むようになりました。
　最初のバルセロナオリンピックのときは、まだそうした意識が社会に馴染まない状況があり、「好
きでないと駄目」「楽しくないと駄目」という空気感もありました。スポーツの世界でトップを取っ
た人がどうやって生きていくか、非常に多くの可能性を持っているのに、それを活かすための社会
もありませんでした。そんな中で、スポーツ選手が社会に対して仕事の最たるものを示すには、オ
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リンピックメダリストになることだと考えました。当時は、オリンピックメダリスト以上の価値が
ほとんどなかったのです。何かを発言したいのであれば、「メダリストにならないと物を言うな」
という風潮もありました。
　もう一度自分がオリンピックに出てメダリストにならなければ、スポーツに対する関心の持たれ
方や環境、選手たちの意識づけについて発言しても聞いてもらえない、というプレッシャーを自分
に課したのが、ちょうどアトランタオリンピックのときでした。
　そのとき、「I want to go（行きたい）」ではなく、「I must go（行かなければならない）」とい
うことを自分自身に課して臨みました。
　「自分で自分を褒めたい」というあの言葉は、実はそういった思いで言った言葉です。銀から銅
に落ちた結果でしたが、仮に周りからブーイングがあったとしても、多分私は同じコメントを言い
ました。その言葉は自分に言ったのです。誰にも理解されなくても、自分が理解することが一番大
事だ、というほどの思いを持って言った言葉でした。
　結局、自分自身が自分のやることに対してどういう意識を持ってやるか、ということです。どん
なことであっても、自分がそこにコミットしていることを意識し、それに対して責任を持つという
意識は、男女関係なく、何か物事をやろうとする人間であれば大切なのではないかと思っています。
田里　有森さんがプロフェッショナルとして、「仕事」としてその役割を果たすという感覚をお持
ちなのだと理解いたしました。

海外選手との意識の違い

田里　大学で部活動を行っている学生が「しんどい」と心情を吐露することが少なくない現状にお
いて、海外とのスポーツに対するとらえ方の違いについて、ご意見をお聞かせいただけますでしょ
うか。
有森　私がマラソンを始めたきっかけは、ソウルオリンピックで優勝したポルトガルのロサ・モタ
選手でした。それまで日本の女子マラソン選手のゴールシーンを見て、「絶対やるものか」と感じ
ていました。あの悲壮感と、倒れ込む姿を見て、「どうしてやるのだろう」と思うことしかありま
せんでした。
　しかし、ロサ・モタ選手は、ゴール寸前で満面の笑顔ではしゃいでゴールしたのです。その姿を
見た瞬間、「マラソンとは本当はどういう競技なのだろうか」と思い、マラソンをやりたくなりました。
　おそらく彼女は、誰かに強いられたわけではなく、自分ができることを極める楽しさに特化して
いたのだと思います。もちろんきついことはたくさんありますが、「嫌なこと」はなかったと思う
のです。「きついこと」と「嫌なこと」は全く違います。
　嫌ならばやめた方がいい。これは確実にお伝えします。嫌なら何の力も出てきませんし、周囲に
もネガティブな空気を持つことになり、マイナスしか生まれないのです。
　一方で、きついというのは、練習をしているからこそ当たり前のことです。きついということは、
成長しているということです。きついことさえも楽しめること、これが大切です。
　最も大切なことは、本人がそれを決めているということ、本人がそれを選んでいるということで
す。このような意思の持ち方について、日本の選手と海外の選手は異なります。
　日本は小中高で、運動会や体操、体力測定などから、まずスポーツは「規則正しく整列して」と
いった形で始まります。しかし、海外では、「強いられる」ことはありません。クラブ活動も同様で、



7272

「競技としてのスポーツ」を選ぶのは、だいぶ後になります。
　なぜなら、本人の意思が本当に叶わないと駄目だからです。意思を持つための条件として、まず「勉
強ができること」が求められます。それができなければ、スポーツ選手にはなれません。海外では、「人
間としてきちんと勉強できますよね、自分の生活をきちんと送っていますよね。そうであればスポー
ツをするための環境が与えられますよ」という流れになるのです。
　そのため、日本のように、途中から「やらされている」ような感覚で部活動を行い、大学に入っ
て、きついのに自分のことではないようなことをやっている、という感覚でやることは、あまり少
ないのです。
　海外選手の記者会見を見てわかるように、彼らは絶対に言い訳をしません。自分の意思で自信を
持って、その時間を選んでやってきたという背景があるからです。
　選手の発言で、「国民の皆さんのために」「応援の皆さんのため」といったことは、日本ではよく
聞きますが、むしろ海外では、「自分がどう思っているかを伝えたい。それを言うのは当然だ」と
いう考え方です。海外の選手が戦う前に「ここまで来られたのは皆さんのおかげで」というコメン
トをした記者会見は、あまり聞いたことがないと思います。これは生意気なのではありません。当
たり前のことだからです。自分がこんなに頑張ってこんな状態なのだ、と伝えることが自分の使命
であり、そこで奮起させるという強さを持っているのです。

摂食障害と「自分で考える力」

田里　メンタルの面についてですが、あまりにもきつすぎて自分を追い込んでしまう学生がいます。
特に中高時代のスポーツ経験において、「食べることをトレーニング」とする、いわゆる「食トレ」
を強いられたと。それによって、現在食べることを非常に嫌がっているという学生が一定数おり、
摂食障害的な症状を呈しているのではないかと見ています。食という点で、トラウマになっている
学生に対して、どのようなケアの仕方があるとお考えでしょうか。
有森　現在、そのあたりの取り決めは厳しくなっており、選手の紹介で体重や身長などの情報を載
せない、ということが行われています。これは、選手がそれらの情報を気にしすぎて、メンタル面
に影響が出ることが少なくないからです。
　摂食障害の原因が過度な食トレにある選手もいるでしょう。ただ、それでも競技を続けているの
であれば、「どうなりたいのか」を考える必要があります。
　「今日のレースはどうだったか」「どこで体力が尽きたのか」「どこがきつくなったのか」などを
選手に問いかけ、本人が今やっていることの影響がどう出るかを知らない限り、理解しない限り、
この状況は変われません。周囲が「やはり食べた方がいい」「体力やパワーが落ちたでしょう」と言っ
ても、本人が「それでもいい」と一瞬でも思ってしまうと、そこは多分変わらないと思います。
　したがって、本人がその状況の中で起こることに対して「どうですか」「何を感じていますか」「ど
うなりたいですか」「どうしますか」という問いかけを、本人のペースで続けていく必要があります。
　大学生であれば４年間、高校生であれば３年間という限られた時間の中ではありますが、本人の
意思の確認、つまり「自分で自分の意思を確認する」ということを期待しなければ、いつまで経っ
ても人が決めたことに全部従ってしまうでしょう。人任せになってしまうのです。
　「監督が言ったから」「チームの方針だから」「女子の選手はみんなそうだから」という理由で行
動するようになり、「あなたはどうなのか」という自分の力を本当に奪ってしまうことになります。
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これは年齢に関係なく起こります。子ども
の頃から「こうしましょう」「どうする」「ど
うしたいか」ということを自分で考える力
を本当に早くつけさせないと、全てが人任
せになり、何か起こったときにも人や監督、
チームのせいにしてしまい、その結果、チー
ムを転々とすることになり、最終的には旬
を過ぎて終わってしまうことにもなりかね
ません。
　大切なのは、そういったタイミングが来
たときに、徹底的に本人に考えさせるとい
うことです。どう転ぶかは、それでも本人の意思なのですから、それは尊重できます。しかし、こ
ちらから決めつけているというのは、最終的に本人のためにならないということを認識した上で、
指導もしなければならないと思います。
　特に摂食障害は女性の選手に多い傾向があります。これは、男性よりも圧倒的にホルモンバラン
スが崩れる時期が来るため、生理不順などにもがき苦しむことになります。それでも「自分は考え
なければならない」「これは自分の体なんだ」と認識することが重要です。
　そこを甘くしてしまうと、「周囲が何とかしてくれる」と依存してしまいますが、自分で考えな
ければなりません。本人にとっては厳しいことかもしれませんが、「考える」という力、「決断する」
という力は、そのタイミングでしか身につけられないということを私は強く思います。
　ただ、一つ難しさがあると思われる点としてチームプレーが挙げられます。チームプレーの場合、
選手本人が一生懸命考えて決断しても、チームという性質上、その意見が反映されにくいという壁
に直面する可能性があります。したがって、指導者やチームスタッフは、選手がある程度話したい
ことを聞き出し、ケアができる体制を整えることが非常に重要です。重要なのは、本人の意思決定
を代行することではなく、本人が決めた意思に対し、そのケアをチーム全体で実施するといった環
境の整備です。このような環境の整備は、チームスポーツであればあるほど、特に女性アスリート
に対して行うことは、非常に大切であると考えます。

女性特有の問題と指導者の理解

田里　ここからは学生の質問を聞いていきたいと思います。前田さんはまさにそういった悩みがあ
るんですよね。
前田　競技を続ける中で、女性ならではの体調変化や、ホルモンバランスの問題があると思います
が、その中でパフォーマンスに影響した実際の経験などがあれば教えていただきたいです。
有森　実は、私は幸いなことにその影響がなかった、あるいは影響を受けずに済んだ人間なんです。
ただ、友人の中には、高校生の頃から生理が来ると身動きも取れないほどの痛みがあり、しばらく
練習に参加できないという子がいました。私の高校は女子高だったため、そうしたタイプの選手に
対しては、学校内でその理解が当たり前に根付いていました。そのため、あえて明示することなく、
比較的すんなりと休むことができました。
　しかし、これが例えば男女共学の学校になった場合、やはりそこにいる異性の人々、特に先生方
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の理解が必要になります。これは保健に関することを含めて、非常に重要な点です。
有川　女性ならではの問題として、生理痛で部活動を休みにくかったり、また先生方に男性の先生
が多いので正直に話がしにくいことがあります。また他にも部活動の強度が上がってくると、生理
不順が起こってしまう場合もあるので、そういったときにどのような対応をされていたかをお聞き
したいです。
有森　私たちの時代は恐ろしいことに、生理がなくなったら、「いいぞ、走れるぞ」などと、指導
者が平気で言っていました。「生理がなくなるぐらい頑張らなきゃいけないんだよ」という言葉を、
声高らかに平気で言っていた指導者のもとで、部活動は行われていたのです。長距離種目など、特
にそうです。
　指導者が男性であるケースは非常に多いです。これが悪いわけではありません。問題は、その指
導者が男性であるか女性であるかに関わらず、その知識をきちんと持ってくれているかどうかです。
　会場にいるほとんどの女性の方が、小学校の時に生理の話を先生からされたはずですが、「女の
子は教室に残りなさい。男の子は運動場に行って遊んでおきなさい」という分け方ではありません
でしたか。男女一緒に生理について聞いたことがある方は、学校の勉強の場では多分いないでしょ
う。これ、おかしくないですか。まず皆さんが「おかしい」と思わなかったら、この現象はなおり
ません。男性が女性の体のことを知らされないまま、一緒に生活するんですよ。娘のいるお父さん
が、生理について結婚してから初めて知ったという話もあります。そこで初めて色々なことを知っ
ても、もう遅いのです。
　これをどう改善していくか。学校でどのようにそれぞれの体のことを教えるか。これは生理のこ
とだけではありません。男性の体を含めた、人間の体の教育です。
　「体育」は英語で「フィジカル・エデュケーション」といいます。「フィジカル・エデュケーショ
ンとはなんぞや」と単語の意味を考えたら、男女一緒に体についての教育をしないことがおかしい
のです。
　男性だけを責めているわけでは全くありません。女性も責めます。「おかしい」と思っても、「言
えません」「なんか恥ずかしいです」という考えに甘んじてきたのです。これにまず、両方が気づ
いてくださらないと、この問題は解決しません。
　フィジカル・エデュケーション、これはフィジカルの教育なのです。そこにたまたま、いろんな
競技の基礎的なことを教えているんですよ。まず「体のことを知りましょう」というふうに教える
のが、学校の体育ではないでしょうか。そこがものすごく抜けているのです。
田里　体育の教員を養成している我々体育学部の教員としても、フィジカル・エデュケーションの
意味を考え、男女関係なくお互いの人間の身体や性といったことを知ることは、まだまだ変えてい
かないといけないというのは、伺って実感しているところです。
有森　ずっと目を背けてきた現場は山ほどあります。と同時に、もっと皆さんが視野を広げなけれ
ばならないのが、現在のテーマである多様性です。今、スポーツの現場も、この多様性について非
常に大きく揺れ動いています。もはや男女の区別だけではありません。LGBTQ、トランスジェン
ダー、ノンバイナリーといった全てが含まれています。
　このような多様な人々が、同じように表に出て、同じように社会生活を送り、同じようにスポー
ツをして、同じように社会の中で生きていくのです。まず、スポーツをきっかけとして、このよう
な現状を知るというのは、私は非常に良い機会になると考えております。
田里　なかなかそういう意味ではスポーツ界はやっぱり男性と女性のカテゴリーでわけて競うこと
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が多いので、多様性についての認識が遅いのかも知れないですよね。
前田　自分がいる創作ダンス部は女子が８割９割で、男
子が本当に少なくて。男性指導者だからこそ生理のこと
を言いにくいという話もたくさん聞いていたりはするの
ですが、逆に女子しかいない部活で指導者も女性の先生
になったときに、指導者が「生理痛は当たり前」とか、「み
んな同じだから自分だけがしんどいわけじゃない」とい
う考え方を持っていると感じることがあります。
田里　結局女性同士の方がきついんじゃないか。自分の
体調の基準で「多分大丈夫でしょ、私もあるけど」とい
うような対応になってしまうことがあるということですね。
有森　本当は、例えばメンタルケアができる人を間に置いたり、保健室と連携して先生がそこにい
る、あるいは専門家と協力しておくということは、ものすごく重要です。個人によって、体の仕組
みが違うこと、特別な事情があることも多い中で、それらを抱えながら競技に取り組む場にケアが
ないというのは一つの問題だと思います。
　選手自身が、専門の方を監督に紹介しておき、その先生から担当のコーチや監督に連絡をしても
らう。そして、自分もその連携を通して現場に入れるようにするといった工夫が必要です。ワンクッ
ション、人を介すことで、監督やコーチが知らないことを生徒が抱えている場合でも、自分が繋がっ
ている人が監督にも繋がっていて、伝えてくれるというコミュニケーションの仕組みを作れば、円
満に解決できるのです。
　何もできないわけではないのですから、できる限り、自分の工夫、アイディア、新しいことを生
み出すくらいの勢いで、自分の大切なことのために、改革に取り組むべきです。みんなである程度
意見をまとめて、同じような境遇の仲間たちと「この状況をなんとかしなければならない」という
声を揃えて言えるのであれば大丈夫だと思います。

怪我からの克服

田里　有森さんも非常に怪我に悩まされて入院をされ、またマラソンに復活をするというご経験を
されていますが、有川さんも実は同じような怪我を負っているということで質問したいとのことです。
有川　有森さんが現役の際に足底筋膜炎で手術をされた
とお聞きしていますが、私も最近アキレス腱をまず痛め
て、その影響で足底筋膜炎になりました。そういった怪
我はスポーツしてる中で誰でも起こりうると思うのです
が、どのように克服されたり、または自分のそのメンタ
ル的な部分をどのように受け入れて、その後、心持ちの
部分をどのようにされていたかをお聞きしたいです。
有森　痛いところだね。大学卒業してもやりたいと思っ
てますか。
有川　大学卒業後は自分も剣道はしたいのですが、やは
り子どもたちに教えるという立場で続けたいなと思っています。
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有森　であれば、もしかしたら今お持ちの目標には間に合わないかもしれませんが、完治させた方
が良いです。
　右が痛いのにやり続けてしまうと、
痛みを感じると人間の体は、自分の
意思とは関係なく、その痛みを避け
るために体を休ませようと反応しま
す。自分が意識しなくても、体は自
然と左に重心を寄せているのです。
その結果、今度は左にばかり乗るこ
とになり、左が痛くなった後で右の痛みがなくなったとしても、いきなり左側が痛くなるといった
ことが起こるわけです。
　ですから、痛みのある時はやらないでいただきたい。その痛みを感じる動作は一切やめてほしい
のです。
　その代わりに、その痛みがどこから繋がっているかを考えてください。アキレス腱を痛めた要因
はアキレス腱だけではありません。どこか他の部分が弱く、それが原因でアキレス腱に負担がかかっ
たのかもしれません。だとしたら、アキレス腱を使わない間に、その痛みに繋がっているであろう
箇所を徹底的に鍛えるべきです。そのためにも、人体解剖学は絶対に勉強した方が良いです。
　自分の体のことを知れば知るほど、「ここを痛めたのですが、この箇所が張っていて、それが原
因でこうなったのです」と説明できるし、そうすれば医師は喜んで治療してくれます。「痛いんです」
としか伝えられない人は、誰も治してくれません。
　だからこそ、自分の体の痛みは、まず取ることが重要です。取るためには自分の体を知ること。
そうすると、まず使わないでいる間は、徹底的に周りを鍛えることになります。
　その時に思うことはただ一つ。今より治った時に数倍強くなっているということです。今しかで
きないことをやるわけです。せっかく故障したのですから、「なんで故障したんだろう」「痛いんだ
ろう」と言っていると、神経がどんどん集まってきて痛みは増します。
　痛いところは触らないこと、放っておくことで、「あれ、痛くなくなっている」という状態にな
ります。そして、痛いところは放っておき、繋がっているところを徹底的に鍛えるのです。
　周りのことは気にしなくていい。周りが急ぐことは関係ないし、周りの目からどう見られても全
く問題ありません。忘れられて結構です。自分が自分の姿を忘れなければ、それで全く良いのです。
人の目ばかり気にすると、ベースが崩れてしまいます。
　だから、一番大事なのは、「目標を持って、絶対に復帰して、絶対に強くなっている」という自
分の姿と意思を絶対に見逃さないこと。そこだけ見ていればいいのです。その自信があるなら、何
年かかったって戻れます、絶対に。自分が自分の意思や自分の姿を消した途端に、物事は全て消え
るのです。
田里　怪我をしたら、逆にチャンスと思って自分の体を知るというきっかけになっているというこ
とがすごくいいアドバイスだなと思います。

プレッシャーとの向き合い方

前田　メンタルコントロールという部分で一つお伺いしたいことがあります。自分は、部活の大会
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など絶対に決めなければならない大事な場面ですごく緊張してしまいます。有森さんはメダル獲得
という大きなプレッシャーがある中で、どのような方法でそのプレッシャーを跳ねのけて、自分の
ベストなパフォーマンスをされたのか伺いたいです。
有森　「プレッシャー」という言葉は、なぜ日本ではこれほどネガティブな意味合いで使われ続け
ているのでしょうか。プレッシャーは必ずしも跳ねのける必要はありません。プレッシャーを感じ、
ドキドキするほど生きているということは、素晴らしいことではないでしょうか。
　そのように心臓が高鳴るようなドキドキ感は、人は死んでしまったら決して味わうことはできま
せん。苦しいと感じることもあるかもしれませんが、その苦しいという感情さえも、死んでしまえ
ば何も感じなくなるのです。
　私は、不慮の事故で亡くなった友人がいます。彼は当時、非常に厳しい練習をしていましたが、
それをこなしていることが彼にとってとても嬉しかったようです。もっと厳しい練習をすれば、もっ
と強くなれる自分自身が心底嬉しかったのでしょう。それは、ある意味、生きていることを感じる

「幸せ」のようなものだったのかもしれません。
　その後、私は両足を手術した後、北海道マラソンで競技に復活し、優勝しました。このとき、私
は「幸せだ」と感じました。つらいこと、苦しいこと、そしてドキドキするような感覚を味わえて
いる。これこそが「生きている」ということなのだ、と。
　生きていれば何でもできます。復活もできるし、また頑張ることもできます。「死ぬ」ということは、
本当に何も感じなくなることなのだ、と思ったとき、それから私は怖いものがなくなりました。「き
ついな」と感じた瞬間に、「ああ、自分は生きている」と思うようになりました。「心臓がドキドキ
している。ラッキーだ」と思えるくらいに、自分の意識を変えることができました。
　「緊張する」とか「プレッシャー」という言葉を、日本人はなぜこれほどネガティブに使うのだ
ろうかと、私は考えています。
　「プレッシャーは人からかけられている」と思った瞬間に、そう思っている自分自身は整ってい
るのか、という話になります。自分自身が整っていなければ、プレッシャーは自分がかけているも
のだとは考えられず、人にかけられているものだと感じてしまうのです。
　しかし、私たちは自分で選んだことを行っているはずです。プレッシャーをかけているのは自分
自身です。つまり、自分が自分自身に期待をしているということなのです。本来、プレッシャーは
他人がかけるものではありません。
　そこまで深く考えられるようになると、日常的に使っているネガティブな言葉も、ポジティブな
意味合いに変えて、自らの力にしていけるのではないか、と私は考えています。特に学生の皆さん
には、そのように意識を変えてほしいと期待しています。
田里　大変お辛い記憶などもお話しいただきました。その時間を通して、私にも失った友人がいる
こと、そして「今、生きている」からこその意味を改めて実感いたしました。
　もっと有森さんからお話を伺いたいところではございますが、時間が限られております。本シン
ポジウムでは、有森さんの多岐にわたる分野でのご活躍の経験を踏まえ、学生アスリートの皆様に
とっても、そして私にとっても非常に刺激的な、そしてこれからもますます学生たちを教え導かな
ければならないと、私自身が強く思った次第でございます。
　おそらく皆様、お一人おひとりの心に響いた言葉や、日常で活かしたいと思われた言葉があった
かと思います。ぜひそれらをお土産としてお持ち帰りいただき、健やかな日常を送る糧としていき
ましょう。
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登壇者

　　　アン ミカ（モデル・俳優・歌手）

　本講演は「ポジティブ脳の作り方」をテーマに、講師であるアン ミカさんが自身の経験を振り
返りながら、何事も前向きにとらえ、自分らしく生きていくことについて講演し、参加者が自分自
身と向き合うきっかけを得ることを目的として開催されました。
　当日は多くの参加者が来場し、世界を舞台に活躍されているアン ミカさんの貴重なお話にうな
ずきながら聴講する姿や、熱心に耳を傾ける様子が見受けられました。また、アン ミカさんの軽
妙な語りに思わず客席から笑い声が聞こえる一幕もあり、終始和やかな雰囲気の中で講演が進行し
ました。

特別講演会
日時 10月４日（土）13:40～14:40
会場 奈良県橿原文化会館　大ホール

ポジティブ脳で幸せに過ごすために
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　講演後に実施した参加者アンケートでは、全体として、「前向きな気持ちになった」「自身の考え
方を見直すきっかけとなった」という声が多く寄せられ、参加者にとって有意義な時間になりました。
　実施した参加者アンケートに寄せられた声を一部抜粋・要約して紹介します。
·  自身の経験を交えての話だったので説得力があった。
· ポジティブ思考で、自分の考えや意見を持ち、自分らしさを確立している姿に聞いている私たち

もエネルギーをもらった。
·  男女問わず人としての学びが深い内容であり、生き方そのものや物事のとらえ方を変えるきっか

けとなった。
·  すぐに実践できることをたくさん教わったので、さっそく生活に取り入れ、ポジティブ脳を作っ

ていきたい。
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趣旨

　若者は今何を考え、何を求めているのか。未来を担う若い世代にとっての生きやすい社会を実現
するため、彼らのジェンダー意識や課題を理解し、今の私たちに何ができるか、具体的なアクショ
ンを考えました。

第１部： 基調講演
「データから見る、今の若者のジェンダー観について」

講師：櫻
さくらい

井 彩
あや

乃
の

（一般社団法人GENCOURAGE代表理事）

　私は1995年生まれで、女性の地位
向上をめざしたあの北京会議の開催年
と同い年なんです。この30年で、日
本や世界はどれだけジェンダー平等に
近づいたのか。私自身、この問いに向
き合って活動しています。
　 私 が 立 ち 上 げ た GENCOURAGE

（ジェンカレッジ）は、主に30歳以下
の若い人と一緒に、日本に存在する
ジェンダーギャップを、私たち自身の
アクションで変えていくための学びと行動の場を提供しています。活動の柱は、単なる勉強会では
なく、若者の意見をしっかり政策に反映させることです。
　実際、2020年以降、私は内閣府男女共同参画局や、財務省の政府税制調査会、財政制度等審議
会といった場で、税制や古い制度にジェンダー視点を導入したり、こども家庭庁の立ち上げにも関
わり、早い段階からジェンダーの刷り込みが行われないようにする取り組みもしています。奈良県
では「子ども・若者の意見をどうやって聞いて、取り組みに反映していくか」というアドバイザー
も務めています。
　私がなぜこの活動に人生を捧げようと思ったのか。原点は、高校２年生のときです。同級生から「女
は黙って可愛くしとけばいいんだよ」と言われて、私は衝撃を受けました。幸いなことに、私は「女
の子だからこうしなさい」とあまり言われずに育ったのですが、この一言に「なぜ同じ人間なのに

記念シンポジウム

大学生と考える！ジェンダー平等って何ですか？
　　　～自分たちの未来を変えるために～

日時 10月４日（土）14:50～16:30
会場 奈良県橿原文化会館　大ホール



8181

性別で人生の選択肢が違うんだろう」という疑問が湧いたんです。
　そして、世界には女の子というだけで殺されたり、教育を受けられない子がいると知って、「性
別に関係なく選べる社会」のために自分の人生を使おうと決めました。
　活動を通して、女性の権利のために尽力されてきた「先輩方」の存在が、私たち若者を支えてく
れていると実感しました。ジェンダー平等の鍵は、この先輩方の活動と、私たち若者の新しい視点
を掛け合わせることだと確信しています。ただ、残念ながら、世界全体でジェンダー格差が完全に
解消されるまでには、あと123年もかかると言われています。次の世代に不平等な社会を残したく
ない、この思いで活動を続けています。
若者のジェンダー意識に関するリアルなデータ
　「今の若い人たちはジェンダー平等の意識が高いんでしょ？」と思われがちですが、データを見
ると「そうとも言えない」側面も見えてきます。
　まず、日本財団の６カ国比較調査を見ると、日本の若者が考える最も重要な課題は、１位が「少
子化」（47.6%）、２位が「高齢化」（39.3%）、３位が「経済成長」（25.2%）で、「ジェンダー格差」
は５位（19.3%）なんです。他国と比べると、日本独自の少子高齢化や経済の課題が、若者の関
心事として強く出ていることが分かります。
　一方で、働き方や家庭観を見ると、少しずつ変化が見えます。厚生労働省の調査では、「家庭よ
りも仕事を優先する」（69.9%）や「自分のキャリアよりも家庭を優先する」（72.9%）といった
項目について、約７割が「男女は関係ない」と回答しています。ただ、国際的に見ると、「夫婦両
方が働いていることが一般だ」という考え方は、日本が66.6%と、他国（アメリカ、イギリス、
中国など）より低いんです。特に、学歴や所得が高い女性は結婚相手を見つけにくいと思っている
人が、日本は55%と、他国に比べて顕著に低いのも特徴的です。これは、日本社会に根強く残る「女
性らしさ」や「男性役割」のステレオタイプが影響しているのかもしれません。
　しかし、企業選びの意識ははっきりしています。電通総研コンパスの調査によると、就職先を
選ぶ上で、給与や職場の雰囲気の次に、SDGsに対する姿勢や取り組みを重視するという回答が
19.1%に上っています。特にSDGsへの取り組みが企業選びに「とても影響する」または「少し
影響する」と答えた就活生は９割を超えています。彼らが重視する最大の理由は、「将来性のある
企業だと判断できるから」（54.6%）なんです。
　さらに、SDGs17の目標の中で、最も関心が高いのが「5.ジェンダー平等を達成しよう」（35.7%）
です。これは、若者が社会を変える力を持つ企業や目標を重視する「エシカル就活」の傾向を裏付
けています。
刷り込まれるステレオタイプと「静かなバックラッシュ」
　若い世代はジェンダー課題に敏感なんですが、同時に、早い段階からジェンダーステレオタイプ
が刷り込まれているという問題もあります。
　東京都の調査（令和５年度）によると、進路・職業について「性別による思い込みがある」と答
えた高校生は53.9%で、小学生の41.1%よりも割合が高くなっています。特に、理系科目は男性
の方が得意だと女性で33.2%が思っており、文系科目は女子の方が得意だという意識も見られます。
家事・育児についても、男女ともに約５割が「女性の方が向いている」と考えているんです。
　こうした思い込みは、主に親・保護者（55.9%）からの影響が非常に大きいことがわかっています。
私たちはアンケートやヒアリングを通して、「男は泣くな」「女の子なんだから可愛くしとけばいい
んだよ」といった、過去に言われた「男らしく/女は○○」という言葉に今もモヤモヤを感じてい
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る若者の声を多く聞いています。
　そしてもう一つ、深刻なのが「静かなバックラッシュ」（反動）の兆候です。
　「男性は平等を支えるために多くを求められすぎている」と感じる日本人の割合は、2019年の
調査から６年間で10ポイント以上上昇し、45%に達しています。Z世代の男性の中には、平等へ
の試みを「やりすぎだ」（30%）と感じる人も増えているんです。広報や若者の声を聞く活動をし
ていると、「自分たちの世代が不平等をゼロにしたわけではないのに、なぜ自分たちが（女性優遇
に見える）負の遺産を背負わなきゃいけないのか」という声も聞かれます。
　ジェンダー平等は、女性のためだけじゃなく、男性も「男だからこうしなきゃいけない」という
生きづらさから解放されるためのものだというメッセージを、もっと丁寧に共有していく必要があ
ります。
若者の声を政策につなぐ「橋渡し役」
　私たちは、若い人たちの声が社会に届きにくく、「形だけの参画」に留まる現状を非常に問題視
しています。
　そこでGENCOURAGEは、若者の声と社会をつなぐ「橋渡し役」が必要だと考えています。
　2020年には、内閣府男女共同参画局が実施した「第５次男女共同参画基本計画」の素案へのパ
ブリックコメント（パブコメ）に対し、「#男女共同参画ってなんですか」というプロジェクトを
立ち上げました。難しい素案の内容を若者向けに分かりやすく伝え、結果、フォロワーゼロの状態
から約１ヶ月間で1050件ものユースの意見を集めて国に提出しました。
　このユースの意見は、専門調査会の資料となり、就活セクハラ対策や緊急避妊薬のOTC化の検
討といった具体的な政策検討につながったんです。選択的夫婦別姓の議論も巻き起こりました。
　こうした成功体験を通じて、若者が「自分の行動で社会は変えられる」という実感を持つことが
非常に重要だと感じています。
　私たちの主軸である「ジェンカレ」プログラムでは、ジェンダーについて学び（レクチャー）、
対話（ワークショップ）を通じて、自分たちの身近な問題に気づき、行動を起こす（アクション）
方法を学びます。
　ゼミ生たちからは、多様なアクションが生まれています。例えば、「包括的性教育の拡充をめざ
した武蔵野市議会への陳情提出」、さらには「男性アクティビストを増やす会」の発起など、ジェ
ンダー課題は、性教育、ビジネス、地域、家族など、あらゆる分野に関わっていることがわかります。
　若者が変われば社会が変わる、と短
絡的に言うつもりはありません。今の
大人の皆さんによる取り組みと、若者
世代への継続的な教育や機会の提供、
両方のアプローチが不可欠です。
　性別にとらわれず、誰もが自分らし
く生きられる社会をめざして、私たち
一人ひとりにできることを行動に移し
ていきましょう。
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第２部：トークセッション
　　　　「ジェンダー平等の実現に向けて、今日から私ができること」

コーディネーター：櫻井 彩乃
パネリスト： 　　　 2025年５月24日に開催されたプレイベント「1day ジェンカレ in 日本女性

会議2025橿原」参加者の中から選出された大学生
岩
いわ

元
もと

優
ゆ

芽
め

（奈良大学　文学部１年）
福
ふく

田
だ

実
み

莉
り

（奈良教育大学大学院　修士課程２年）
沼
ぬま

田
た

彩
さ

希
き

（帝塚山大学　法学部２年）
金
かな

城
しろ

光
ひかり

（帝塚山大学　法学部２年）

櫻井　
　ここからは、５月の1dayジェンカレin日本女性会議2025橿原に参加し、その後アクションを
した４人の学生さんと一緒にパネルディスカッションをしていきたいと思います。５月のイベント
にどんなことを思って参加し、その後どんなことをしたのか、お話を聞いていきたいと思います。
金城　
　私は大学の先生から「1dayジェンカレ」を紹介してもらい、興味があったので参加しました。
ゼミでもジェンダーについて勉強していますが、ゼミでは仲間内での感想を言い合うだけです。ジェ
ンカレに参加したことで、今まで勉強してきた仲間たちと、参加してくださった他の方たちとも意
見を交換できたので、とても良かったと思っています。



8484

沼田　
　私も大学のゼミの先生から紹介していただいて参加しました。以前からジェンダーに関して興味
がありました。自分の考えを共有し、その場で他の人の意見を聞いて、私の中で考えつかない意見
もあったのでなるほどと思い、学びになってよかったと感じています。私が元々興味を持ったのは、
性別によっての役割とか、性別に沿ったことをしなきゃいけないとかあまり思わなかったからです。
性別とは違う心の性別のような形にも共感できるところがあったので、興味を持ちました。

岩元
　普段は文化財について学んだりしています。大学の先生が「こんなのあるよ」って紹介してくだ
さって、参加しました。参加して良かったのは、保育とか、ファッションとか、自分の全く知らな
い世界でのジェンダーギャップについて深めることができたことです。

自己紹介

11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原にに参参加加しし、、ジジェェンンダダーー平平等等のの実実現現にに向向けけてて、、
私私はは今今回回ジジェェンンカカレレでで学学んんだだ事事やや自自分分のの意意見見ななどどをを家家族族やや友友人人にに話話をを
ししままししたた。。

MY ACTION REPORT
ジェンダー平等の実現に向けた

取り組んでみての自分や周囲の変化、感想

自分の変化

性性別別ににつついいててのの世世間間のの問問題題をを改改めめてて
知知りりそそれれをを人人にに伝伝ええるる、、説説明明すするるののはは
改改めめてて難難ししいいここととだだとと感感じじままししたた。。
当当然然でですすがが人人そそれれぞぞれれ意意見見ががああるるののでで
違違うう意意見見ででもも正正ししいいとと思思ううここととががあありり
ままししたた。。

周囲の変化

納納得得すするる人人やや肯肯定定的的考考ええのの人人ははももちち
ろろんんいいままししたたがが逆逆にに少少しし否否定定的的なな意意見見
ももあありりままししたた。。例例ええばば「「思思ううののはは別別にに
いいいいけけどど男男ととししてて、、女女ととししててのの役役割割はは
ししななけけれればばななららなないい」」とといいうう意意見見でで正正
ししいいでですすがが否否定定的的とと感感じじままししたた。。

名前： 沼田彩希

所属：帝塚山大学法学部法学科

私私ははにに興興味味をを持持ちち、、下下記記ののここととにに取取りり組組みみままししたた。。

ジェンダー平等に向けて取り組んだこと

11 取り組んだこと

22 テーマ選定理由

※※いいつつどどここでで誰誰にに何何ををししたたののかか詳詳ししくく書書ききままししょょうう！！

33 アクション選定理由

友友人人たたちちはは賛賛否否両両論論だだっったた。。「「好好
ききににししたたららいいいい」」ななどど肯肯定定的的ででははああ
るるがが興興味味ががなないい人人ももいいたた。。ままたた「「男男
ががススカカーートトははくくののははむむりり」」とといいうう意意
見見ももああっったた。。ししかかしし話話をを聞聞いいてていいるる
とと似似合合っってていいれればばいいいいみみたたいいなな考考ええ
ががすすここししああっったた。。

■家族
昭昭和和のの人人ななののででややははりりジジェェンン

ダダーーににつついいててはは「「変変」」「「おおかかししいい」」
とといいうう意意見見がが多多くく違違和和感感ししかかなないいとと
いいうう反反応応だだっったた。。ししかかしし同同時時にに納納得得
ししててくくれれるる件件ももああっったた。。

アクションの様子

■友人

感想

私私ははここののアアククシショョンンををししててみみててジジェェンンカカレレのの時時ののよよううににみみんんなながが肯肯定定的的ででははななくく
肯肯定定もも否否定定ももああるる様様々々なな意意見見がが多多数数ああるるとと改改めめてて知知りりままししたた。。中中ににはは否否定定的的ででははああ
るるがが正正ししいいここととをを言言っってていいるるよよううなな意意見見ももああっってて悩悩ままししいい内内容容だだとともも思思いいままししたた。。
ししかかしし知知るるここととでで考考ええがが変変わわるるとといいううここととももああるるとと思思いいままししたた。。
私私はは今今後後、、生生駒駒市市ののジジェェンンダダーーフフリリーーウウィィーークク((男男女女平平等等参参画画))にに参参画画ししよよううとと考考ええ
てておおりりまますす。。

写真／イラストなど

家族には家で夜のご飯食べた後に、友人には大学の休憩時間
にジェンカレで学んだ事やそれに参加して思ったことを話しまし
た。

以前から人と話してみたい内容だったからです。

様々な人にジェンダーについて少しでも知ってほしいと思ったか
らです。
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福田
　私は普段、仮名書道教育の研究をしています。他の３名と同じく、大学の先生からの紹介で参加
しました。今までは、自分の主観的な意見しかなかったのですが、他の参加者の方々の意見を聞い
て、ジェンダーに関する様々な価値観や、モヤモヤした経験などを知ることができて、とても良かっ
たと思っています。

１．学生によるアクションとその成果・課題
櫻井　
　ここから皆さんそれぞれ取り組んだことをお話しいただきたいと思います。
金城　
　私のアクションした内容は、友達に一人でもできる
ような内容にしたいと思い、友達に対してジェンダー
についてどこまで知っているかが気になり、心象を調
べることにしました。県庁さんなどに行って話をする
のはまだ自分にはレベルが高いと思ったので、初めの
一歩として友達と実際に喋ることにしました。
　活動をしてみてよかったことは、友達がジェンダー
について知ることができたことです。やっぱり自分だ
け知っていても広めることができないので、少しでも
多くの人に知ってもらうことで広まっていくのではな
いかと思ったからです。難しかったことは、友達がジェ
ンダーについてそこまで知ってるわけではないので、どういうふうに簡単に簡潔に、相手に伝える
ことができるのかというのがすごく難しかったです。私自身、説明が苦手なところもあって、ちょっ
とぎこちない話し方になったと思うんですけど、頑張って伝えることができたので良かったと思っ
ています。話すときに、イラストとか漫画形式のような見えるものがあれば、分かりやすく埋めて

自己紹介

11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原にに参参加加しし、、ジジェェンンダダーー平平等等のの実実現現にに向向けけてて、、
私私ははジジェェンンダダーーのの視視点点かかららのの進進路路支支援援のの一一考考察察をを行行いいままししたた。。

MY ACTION REPORT
ジェンダー平等の実現に向けた

取り組んでみての自分や周囲の変化、感想

自分の変化

11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原にに参参加加すするる前前
はは、、ジジェェンンダダーーににつついいててのの知知識識をを
持持っってていいたたもものののの、、性性的的ママイイノノリリ
テティィにに関関ししててのの配配慮慮ににししかか焦焦点点ががなな
くく、、現現代代にに蔓蔓延延るるジジェェンンダダーーにに関関すす
るる無無意意識識ののババイイアアススににつついいてて考考ええたた
ここととががななかかっったた。。  11ddaayyジジェェンンカカレレiinn
橿橿原原にに参参加加ししたたここととにによよっってて、、よよりり
「「自自分分事事化化」」すするるここととががででききたた。。

周囲の変化

講講義義ででのの発発表表のの後後、、奈奈良良教教育育大大学学のの先先生生方方かからら
様様々々ななごご意意見見・・アアドドババイイススをを頂頂戴戴すするるここととががでで
ききたた。。「「発発表表でで考考察察ししたたカカリリキキュュララムムはは、、新新たた
なな視視点点ででのの提提案案ででああっったた」」とといいううごご意意見見にに加加ええ、、
ジジェェンンダダーーををめめぐぐるる様様々々なな社社会会課課題題がが自自身身のの
キキャャリリアアををデデザザイインンすするるこことととと、、どどののよよううにに関関
係係すするるののかかをを考考ええてていいくくここととはは、、子子どどももたたちちがが
自自分分のの進進路路選選択択をを考考ええるる上上でで大大切切ななここととででああ
るる」」とといいうう評評価価ををいいたただだいいたた。。

名前：福田 実莉

所属：奈良教育大学大学院修士課程

研究分野：仮名書道教育、左利き

私私ははジジェェンンダダーーのの視視点点かかららみみたた進進路路支支援援ののアアププロローーチチにに興興味味をを持持ちち、、下下記記ののここ

ととにに取取りり組組みみままししたた。。

ジェンダー平等に向けて取り組んだこと

11 取り組んだこと

22 テーマ選定理由

33 アクション選定理由

奈奈良良教教育育大大学学のの中中でで、、「「教教育育課課程程のの編編成成ににおおいいてて自自分分にに何何ががででききるるかか」」とといいうう題題
ののももとと、、  11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原でで得得たた経経験験をを活活かかししてて「「ジジェェンンダダーーのの視視点点かかららのの
進進路路支支援援のの一一考考察察」」ににつついいてて考考ええ、、発発表表ししたた。。

■発表の概要

教教育育基基本本法法、、学学習習指指導導要要領領ととのの関関わわりりやや奈奈
良良県県ののキキャャリリアア教教育育のの課課題題ににつついいてて整整理理しし
たたううええでで、、自自分分のの性性別別にに捉捉わわれれずず「「自自分分のの
適適性性にに応応じじたた進進路路のの選選択択」」ががででききるる生生徒徒をを
育育ててるるとといいうう目目標標をを立立てて、、カカリリキキュュララムムのの
編編成成をを考考ええたた。。

アクションの様子

■ 講義の中での発表

感想

今今回回のの考考察察ににおおいいてて、、  11ddaayyジジェェンンカカレレiinn橿橿原原ででのの議議論論でで得得たた意意見見ややニニーーズズをを踏踏ままええ
たたううええでで、、学学習習指指導導要要領領やや先先生生方方ののごご指指導導をを受受けけななががららカカリリキキュュララムムをを考考ええてていいくく
ここととががでできき、、良良いい経経験験ととななっったた。。今今回回はは概概要要ののみみのの考考察察ででああるるたためめ、、実実現現にに向向けけてて
よよりり具具体体的的なな計計画画をを考考察察ししてていいききたたいい。。

ふくだ みり

奈奈良良教教育育大大学学のの講講義義ににおおいいてて、、「「ジジェェンンダダーーのの教教育育をを取取りり入入れれたた進進路路支支援援」」ににつついい
てて考考察察しし、、発発表表ししたた。。

教教育育にに焦焦点点をを当当ててててジジェェンンダダーーににつついいてて考考ええててみみたたいいとと思思っったたかからら。。

議議論論のの中中でで、、「「理理系系女女子子」」とといいうう単単語語やや、、「「管管理理職職はは男男性性がが多多いい」」「「女女性性はは接接客客がが
向向いいてていいるる」」とといいうう無無意意識識ののババイイアアススががああるるここととをを知知りり、、進進路路支支援援ににおおけけるるジジェェンン
ダダーーのの視視点点かかららののアアププロローーチチににつついいてて考考ええたたいいとと思思っったたかからら。。

■■キキーーワワーードド
性性のの多多様様性性、、男男女女平平等等、、男男女女共共同同参参画画、、ゲゲスストトテティィーーチチャャーー、、自自己己分分析析シシーートト、、
キキャャリリアアパパススポポーートト
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これたのではないかと思いました。
沼田　
　私のアクションした内容としましては、1dayジェ
ンカレで学んだことや感じたことなどを、友人や家族
などいろんな人に話して、ジェンダー平等とは何かと
か、現状どのような問題があるのかを共有したことです。
　やってみて良かったことは、ジェンダー平等といっ
ても、最初は当事者とか自分の身近なことは少ないと
思っちゃうことが多いんですが、話してみると、「女
の子は座ってて足を開けちゃいけない」とか、「男の
子はかわいいものを好きじゃ駄目」とかいう、そうい
う点で共有・共感できたことです。たくさんの方が共
感してくださって、ジェンダーのことを他人事ではな
く、身近に感じてもらうことができて良かったです。
　難しかったことは、やっぱり全部というのはあんまり広がってないもので、理解してもらうこと
が難しくて、反対意見とは言いませんが、やっぱりよく思わなかったり、性別に沿った役割が正し
いと思う人が何人かいたことです。若い世代の方々はあんまりそういう意見は少なかったんですが、
やっぱり上の世代の方は、価値観が変わっていて、そういうのは良くないっていう方が少し多かっ
た気がします。親とジェンダーについて話すのはハードルが高かったですが、チャレンジしました。
岩元　
　私が主に行った活動は三つあります。一つ目が、自
分の通ってる大学図書館での「女性と歴史」という
テーマ展示です。この活動を通して、こういうことあっ
たんだとか、逆にこういうときは案外男女平等だった
んだ、といういろんなことを知ることができました。
元々、伝統とか歴史と言われていることに懐疑的になっ
た方がいいのかな、と思ったりしました。
　二つ目の活動が、女性の体についての理解を深めよ
うということです。私自身、小学校中学校でそういっ
た教育をあまり理解してなかったんですが、自分で実
際に産婦人科に行ってみました。行ってみたら、女性
の体について書かれた資料が無償で配布されていることを知ったり、そういう取り組みがあること
も知れて良かったです。私は元々生理痛がひどくて、受験勉強中に２週間ぐらい寝込んだりして、
勉強的にロスしていた経験があります。今は漢方をすすめていただいていますが、親身になって相
談してくれるドクターを見つけ、「何かあったときに駆けつけるところ」ができたのはすごくいい
ことだと思っています。
　三つ目が、医療と性的マイノリティについて調べる活動です。レズビアンと産婦人科というテー
マを挙げている本を読んで、性的マイノリティを持っていると、アウティングをしてしまう恐れが
あるので、医療にかかりづらいという話を聞きました。どんな性別であれ、医療に関わることへの
抵抗とかがない方がいいと思ったので、この問題を伝えたいと思っています。
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福田　
　私は教育課程の編成という課題に対し、1dayジェ
ンカレで学んだことをどうやって教育に取り入れるこ
とができるかを考えました。「性別にとらわれること
がなく、自分の適性に応じた進路の選択ができる生徒
を育てる」というテーマのもと、「ジェンダーの視点
からの進路支援の一考察」という題で教育課程の編成
を考察し、大学の授業で発表しました。性の多様性は、
やはり悩んでいる方でなければ、“自分ごと”化する
ことが難しいテーマだと思います。例えば、私は髪型
を刈り込みにしたら「女の子なのに…」と言われた経
験があります。こういう小さなモヤモヤは誰しもが経
験していることだと思います。そのような身近な経験から、“自分ごと”化することが大事だと思
いました。授業で発表したときに現職の先生方から「新しい視点での考察、提案でとても良い」と
いうような意見をいただきました。ただ、「カリキュラムが限られている学校という場では実現が
難しいかもしれない」という意見もいただいたので、現場の先生方にも意見を頂戴した上で、配慮
し、考察を深めていく必要があると思います。

２．アクションを通じた気づきと今後の展望
福田　
　私は、参加者と、自分自身が経験したジェンダーに関するモヤモヤについて交流した時に、多様
なモヤモヤがあることに気が付くことができました。特に、男性の方が持つモヤモヤに対して衝撃
を受けました。ジェンダーに関するモヤモヤはそれぞれで違い、多様にあることを知ることができ
ました。この経験はとても良いものだったと思います。
岩元　
　私は、自分の学んでいることと何か繋げることがあるんじゃないかと考えて、無形文化財（お祭
り、だんじり）とジェンダーを繋げて考察しました。だんじりの「女人禁制」は命がけで行う祭事
で、身体に触れてしまうリスクや力の差に気を使えないという点も踏まえて、一概に悪いことでは
ないのかな、とも思っていて、女性が事故で亡くなった例があったり、文化を守るために線引きを
しているという側面も考えていくと、逆の視点での深まりがありました。
金城　
　私は、なかなか自分から挑戦していくタイプではなかったので、今回自分でアクションを考えて、
実際に行動を起こしてみて、やっぱり一歩踏み出すのが大切なんだと自分の中では思いました。「結
果はどうであれ、自分の実際に行動を起こすことは大切ではないか」と思いました。

３．今後していきたいアクション
金城　
　日本人だけでなく海外の人にもジェンダーについて知ってほしいという気持ちがあり、スペイン
語を使って海外の人向けに講演を開いてみたいです。
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沼田　
　私がしたアクションはほぼ日本人相手だったので、海外の方のジェンダーの意識や価値観につい
て調査してみたいと思いました。
岩元　
　私は高校受験のときに生理の影響で月に２週間ほど大きく体調を崩したりしていたので、放置し
ちゃいけないよという啓発リーフレットのような、知識を身につけられるものを作りたいです。ま
た、性的マイノリティを持つ人が医療にかかることに抵抗がある問題について、苦しんでいる人の
データがないことが課題なので、どんな性別の人であれ、医療に関わることに抵抗がなくなるため
の活動を考えたいです。
福田　
　私は左利きで書道を勉強していて、「左利きなのに何で？」と言われることでモヤモヤを感じて
います。これは、ジェンダーのモヤモヤと似ていると感じました。ジェンダーの問題に限らず、多
様な価値観や多様な個性を認めることができる生徒を育てるためにはどうすればいいのかというこ
とを、教育の中で考えたいなと思っています。

４．総括
櫻井　
　皆さんそれぞれのアクションは、誰かに何か伝えるとか、一歩踏み出すってすごくハードルがあ
ると思うんですが、素晴らしいことです。やはり、先生の影響はすごく大きいです。学校は平等だ
と思われがちですが、一人ひとり刷り込まれたものって自然と出てしまうので、ジェンダーや多様
性の視点から取り組むことは本当に重要だと思います。
　私たちは、これまで多くの方が声を上げてくださったおかげで社会は前に進んで、今、次のステー
ジの入口に立っている、ドアが開いている状態だと思います。若い人は平等の意識を持っているか
ら大丈夫だと期待されがちですが、残念ながらそうではないんです。無意識のうちに刷り込まれて
いるものをしっかりと把握して、再生産しないということを作っていく必要があります。
　今、若い人に聞いていると、この先の未来を見通せないという人が非常に多いんです。そんな社
会では、変化は起こりにくいと思います。この国の若い人が何か未来に希望を持てるように、しっ
かり若い人の声を聞いて、若者をその中に入れて、若者を応援するということをぜひしていただけ
たらと思っています。
　ジェンダーギャップ解消まであと123年かかると言われていますが、昨年は133年でした。この
１年間で10年縮んだんです。ここにいる一人ひとりが日々の生活を変えて、それを周りにちょっ
とずつ広げていくことができれば、その期間はさらに縮まっていくんじゃないかなと思います。性
別に関係なく、一人ひとりが自分らしく生きられる社会を作っていきましょう。


